
信越化学は、建設業界のニーズに応えて、セルロース

系混和剤に関する長年の技術を結集し、新たな水中不分

離性コンクリート用混和剤“アスカクリーン”の開発に

成功した。その品質と信頼性により、関西国際空港連絡

橋、明石海峡大橋下部工、東京湾横断道路橋で採用され

るなど数多くの実績をあげている。

■特　徴

b主成分：水溶性セルロースエーテル（白色粉末）

1. 優れた分離低減効果

アスカクリーンを混入したコンクリートは、強い粘着

を示し、水中に自由落下させてもセメント分の流出など

材料分離が少なく、均質で信頼性の高いコンクリートを

得ることができる。

2. 水質汚濁の防止

セメント分の流出などの材料分離が少ないため、河川

・港湾や海岸工事において水質汚濁を防止する。

3. 十分な強度発現

材料分離による強度低下が少ないため、気中コンクリ

ートと同等の強度が発現する。

4. 流動性の改善

セルフレベリング性を有し、優れた流動性を示す。

小さな隙間や、細かな配筋部にも十分充墳する。また

流動性の経時変化が少ない。

5. 鉄筋や打継面の付着性の改善

材料分離やレイタンスの発生が非常に少ないため、鉄

筋や打継面の付着性を改善する。

6. ブリージング防止

ブリージングが非常に少ないため、均質なコンクリー

トを得ることができる。また打継部の接着性を改善する。

■配合例

7. 工事の簡略化と工期の短縮が図れる。

8. 従来の工法では困難で制約を受けていた施工を可能

にする。

①薄くて広い面積にコンクリートを打設する施工

②張石の固結など水中自由落下が避けられない施工

③RC部材など高い信頼性を要求される施工

④水質汚濁防止が極力要求される施工

⑤間隙への充填性や付着性を要求される施工

■用　途

b橋脚、橋台、基礎コンクリート

b床版コンクリート

b捨石、張石、補強コンクリート

b護岸、水路などの洗堀防護、洗堀補修

b鋼管の防食コンクリート

b地下連続壁のコンクリート
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アスカクリーン添加
（3kg／m3）

無添加
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W C S G AE減水剤 流動化剤＊ アスカクリーン

1 18 20 52.5 4 59 40 220 373 634 970 0.933Î 7.46Î 2.5

2 21 20 52.5 4 54.5 40 220 404 624 955 1.01Î 8.08Î 2.5
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種　別 商 品 名水 中 不 分 離 性
コンクリート用混和剤 アスカクリーン水中コンクリート用

混　和　剤
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